
�ながさき市議会だより　№116 （平成19年11月)

い
て
も
引
き
続
き
点
検
を
行
い
、
計
画
的
に

修
繕
を
進
め
た
い
。

　

今
後
と
も
、
橋
梁
の
経
年
変
化
に
よ
る

様
々
な
損
傷
に
起
因
す
る
事
故
の
防
止
や
橋

梁
の
延
命
化
を
図
る
う
え
か
ら
も
、
適
正
な

維
持
管
理
に
努
め
た
い
。

●
雇
用
対
策

議
員	

若
年
者
雇
用
対
策
の
本
市
の
取
り
組

み
状
況
と
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

市
長	

若
年
労
働
者
の
県
外
流
出
の
要
因
に

は
、
厳
し
い
雇
用
環
境
の
ほ
か
に
地
場
企
業

の
情
報
を
若
年
者
が
、
若
年
者
の
ニ
ー
ズ
を

地
場
企
業
が
互
い
に
十
分
把
握
で
き
て
い
な

い
こ
と
が
あ
り
、
本
市
で
は
若
年
者
雇
用
・

定
着
促
進
事
業
を
実
施
し
て
そ
の
解
消
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
様
々
な
雇
用
形
態

で
非
正
規
雇
用
が
増
え
て
お
り
、
正
規
雇
用

が
拡
大
さ
れ
る
よ
う
地
場
企
業
の
体
力
づ
く

り
に
有
効
な
施
策
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

●
来
年
度
予
算
編
成

議
員	

老
人
交
通
費
助
成
事
業
の
上
限
年
齢

枠
撤
廃
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

市
長	

老
人
交
通
費
助
成
事
業
の
上
限
年
齢

枠
撤
廃
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
議
会
及
び

市
民
の
方
々
か
ら
多
く
の
要
望
が
出
さ
れ
、

ま
た
、
本
年
６
月
議
会
の
一
般
質
問
に
お
い

て
、
施
策
決
定
過
程
の
透
明
化
を
図
る
た
め
、

今
後
、
庁
内
の
様
々
な
部
局
の
意
見
を
集
め
、

協
議
を
経
て
最
終
的
に
判
断
し
た
い
旨
答
弁

し
た
。

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
８
月
に
庁
内
の
政

策
判
断
を
行
う
都
市
経
営
会
議
を
開
催
し
協

議
を
行
っ
た
結
果
、
高
齢
者
の
外
出
機
会
を

支
援
し
、
社
会
的
活
動
の
参
加
を
促
進
す
る

と
と
も
に
、
介
護
予
防
を
進
め
る
と
い
う
観

点
か
ら
、
80
歳
と
い
う
上
限
の
年
齢
枠
を
撤

廃
し
、
助
成
対
象
者
を
70
歳
以
上
の
す
べ
て

の
高
齢
者
に
拡
大
す
る
方
向
で
事
務
を
進
め

る
こ
と
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

●
公
共
施
設
整
備

議
員	

公
共
施
設
の
洋
式
ト
イ
レ
化
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

市
長	

合
併
７
町
の
公
共
施
設
に
つ
い
て
は
、

身
体
障
害
者
用
ト
イ
レ
の
整
備
や
洋
式
ト
イ

レ
へ
の
改
善
が
今
後
必
要
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、公
民
館
は
高
齢
者
の
利
用
も
多
く
、今

後
も
施
設
の
利
用
状
況
や
要
望
な
ど
を
勘
案

し
な
が
ら
順
次
、
改
修
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　

小
中
学
校
の

障
害
を
も
っ
た

児
童
生
徒
へ
の

対
応
に
つ
い
て

は
、
学
校
か
ら

の
要
望
を
も
と

に
障
害
の
状
況

に
応
じ
て
ト
イ

レ
の
洋
式
化
を

図
る
な
ど
、
迅

速
に
対
応
し
て

い
る
。

●
介
護
保
険
事
業

議
員	

介
護
療
養
病
床
の
見
直
し
と
そ
の
対

策
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

市
長	

国
の
医
療
制
度
改
革
で
は
、
一
定
の

医
療
療
養
病
床
の
介
護
保
険
施
設
等
へ
の
転

換
を
進
め
、
介
護
療
養
病
床
に
つ
い
て
は
平

成
23
年
度
末
を
も
っ
て
廃
止
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
て
お
り
、
今
回
の
療
養
病
床
の
見
直
し

は
、
医
療
の
必
要
性
が
高
く
な
い
患
者
の
社

会
的
入
院
の
是
正
を
目
的
と
し
、
患
者
の
状

態
に
応
じ
て
施
設
の
適
切
な
機
能
分
担
を
推

進
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

　

本
市
と
し
て
は
、
住
み
慣
れ
た
自
宅
や
地

域
で
安
心
し
て
生
活
し
た
い
と
い
う
高
齢
者

の
意
向
が
尊
重
さ
れ
る
よ
う
地
域
ケ
ア
体
制

づ
く
り
の
推
進
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
一

方
で
、
入
所
施
設
が
必
要
な
利
用
者
に
と
っ

て
は
、
医
療
機
関
に
よ
る
施
設
の
転
換
が
円

滑
に
行
わ
れ
、
状
態
に
応
じ
た
よ
り
よ
い
環

境
の
も
と
で
介
護
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
県
に

対
し
、
本
市
の
高
齢
者
介
護
の
状
況
を
踏
ま

え
た
適
切
な
施
設
配
置
の
誘
導
を
働
き
か
け

て
い
き
た
い
。

●
株
式
会
社
長
崎
衛
生
公
社

議
員	

株
式
会
社
長
崎
衛
生
公
社
の
改
革
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

教
育
長	

長
崎
衛
生
公
社
に
つ
い
て
は
、
４

月
に
庁
内
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設
置

し
抜
本
的
な
改
善
策
を
検
討
し
て
き
た
。
同

公
社
に
対
し
て
従
来
ど
お
り
の
公
費
負
担
を

続
け
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
こ
と
を
十
分

認
識
し
た
う
え
で
、
同
公
社
の
労
使
双
方
が

改
革
に
向
け
て
真
摯
に
向
き
合
い
協
議
す
る

こ
と
を
強
く
求
め
て
い
く
と
と
も
に
、
市
民

生
活
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
が
な
い
よ
う
改

革
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
。

●
長
崎
県
南
部
広
域
水
道
事
業

議
員	

長
崎
県
南
部
広
域
水
道
事
業
か
ら
の

撤
退
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

市
長	

長
崎
県
南
部
広
域
水
道
事
業
は
、
平

成
14
年
４
月
に
国
の
認
可
を
得
て
進
め
て
い

る
が
、
本
市
で
は
か
つ
て
見
込
ん
だ
よ
う
な

水
需
要
の
増
加
は
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、

近
年
、
少
雨
傾
向
や
降
雨
周
期
の
変
動
か
ら

常
時
安
定
し
た
水
源
を
維
持
す
る
こ
と
は
難

し
い
状
況
で
あ
り
、
渇
水
時
や
災
害
時
で
も

平
時
同
様
に
給
水
を
行
う
に
は
、
長
崎
県
南

部
広
域
水
道
企
業
団
か
ら
の
受
水
は
必
要
と

考
え
て
い
る
。

　

総
務
費
に
お
い
て
、
県
が
実
施
す
る
「
長

崎
の
教
会
群
と
キ
リ
ス
ト
教
関
連
遺
産
」
構

成
資
産
等
基
礎
調
査
事
業
に
対
す
る
本
市
負

担
金
な
ど
が
計
上
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

世
界
文
化
遺
産
と
し
て
登
録
さ
れ
る
た
め
に

特
に
着
目
し
て
い
る
ポ
イ
ン
ト
と
登
録
実
現

に
向
け
た
決
意
、
世
界
遺
産
暫
定
一
覧
表
追

加
資
産
に
係
る
提
案
書
に
挙
げ
ら
れ
た
構
成

資
産
の
変
更
の
可
能
性
、
提
案
書
に
挙
げ
ら

れ
て
い
な
い
他
の
教
会
に
対
す
る
本
市
の
考

え
方
、
世
界
遺
産
登
録
に
向
け
た
本
市
独
自

気　

走　

会

市
民
の
会

「
長
崎
の
教
会
群
と
キ
リ
ス
ト
教
関
連
遺
産
」構
成
資
産
等
基
礎
調
査
事

業
費
負
担
金
な
ど
平
成
19
年
度
一般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）を
可
決

委
員
会
審
査
の
主
な
内
容

　

各
常
任
委
員
会
に
お
け
る
主
な
議
案

の
審
査
状
況
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

総
務
委
員
会

日
本
共
産
党

香焼公民館


